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 11月 10日（木）の５・６時間目に、事後学習発表会を行いました。当日まで企業ごとにポスタ

ーを作成したり、原稿を読み合わせたり、協力して準備することができました。今回の発表は、複数

のグループが体育館で同時に発表している中、自分の興味のある企業の発表を聞きに行くという、今

までにはない形でした。これまでの発表は、クラスごとに行うことが多かったですが、今回は学年全

体で行いました。人前で発表するというのは簡単なことではありませんが、様々な活動を通して、み

んな確実に成長しています。発表する側も、発表を聞く側も一生懸命な様子が見られ、とても良い機

会になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

11月の道徳の授業は「生命の尊さ」をテーマに取り組みました。様々な角度から「命」について

考えさせてくれる教材にふれ、誰もが真剣に取り組むことができました。授業後には「今まで命につ

いてここまで時間をかけて考えたことがなかったので、道徳の授業があってよかった」という声もき

きました。道徳の授業には答えがありません。いろいろな考え方があること、何が正解か分からない

からこそ考えることが大切など、道徳の授業でしか得られないものを感じてくれました。 

各教材の概要と、生徒達の感想を紹介させていただきますので、ぜひご覧ください。（感想は一

部文章を変えている場合もあります） 

【そこにいるだけでいい】 

胎内で亡くなった胎児を出産する母親に付き添った助産師が、「生まれてきて、この瞬間に、ここに

いることの”すごさ”」を伝えてくれる話。 

～感想～ 

・私が今生きているのは「命のつながり」があり、「愛」があったからなのだと思った。 

・これからも愛情を感じながら、自分も多くの人に愛情を返していきたい。 

・元気に育っていくことが、今の自分にできるせめてもの感謝の表し方だと思った。 

・これから出会う人達も、皆誰かの「一生をかけても守りたい大切な人」なのだと思った。 

 

 

【ブラックジャック ふたりの黒い医者】 

子供のために安楽死を望む母と、手を貸す医者キリコ。母親の回復を望む子供と、手を貸す医者ブラ

ックジャック。それぞれの思いから、生命の尊厳を考える話。 

～感想～ 

・とても辛いことになったとき、死を選ぶのか、それでも生きたほうがいいのか、今の自分には何が 

正解か分からなかった。 

・助けたいという気持ちにそれぞれの思いがあって、考えがまとまらなかった。 

・その人が死を望んでいても、私は生きてほしい。 

・何故安楽死はいけないのか、苦しんで死ぬより良いのではないか。。。でもそれが自分の家族となる

と、安楽死はして欲しくないから難しい。 

  

 

本日１２月１日（金）から期末試験が始まりました。中学生になってから定期試験ももう７回目で

す。自分なりの勉強への取り組み方は見つかったでしょうか。自分のモチベーションを上げる方法は

見つかったでしょうか。 

来年度はいよいよ受験生となり、すでに総合の時間には上級学校調べが始まっています。多くの人

が高校進学を希望していることと思いますが、自分の希望を叶えるには、それに見合った努力が必要

です。１年後の自分のために、努力してあげられるのは今の自分です。まずは定期試験１つ１つを大

切に、復習まで丁寧に取り組んでいきましょう。 

 

  行事予定 日 
曜

日 
行事予定 

１ 木 １・２年期末試験（学国理英） １７ 土  

２ 金 １・２年期末試験（学社数学） １８ 日  

３ 土  １９ 月 
月 12345  

２年生保護者会（全学年⑤カット） 

４ 日  ２０ 火 ４５分日課 

５ 月  ２１ 水 金 12345 ２学期給食最終 

６ 火  ２２ 木 木 125 大掃除 職員会議 

７ 水  ２３ 金 終業式、学活 

８ 木 ４５分日課 全校委員会   ２４ 土 

冬休み     ～1/5（木） 

閉庁日     ～1/3（火） 

３学期始業式   1/6（金） 

※8：30登校  

※持ち物等の詳細はしおりを参照 

９ 金 専門委員会 ２５ 日 

１０ 土  ２６ 月 

１１ 日  ２７ 火 

１２ 月 ４５分日課  ２８ 水 

１３ 火 ４５分日課 ２９ 木 

１４ 水 ４５分日課 ３０ 金 

１５ 木  ３１ 土 

１６ 金 1年生保護者会（全学年⑤カット） ※予定は変更になることがあります。 
集金のお知らせ 12/27（火） 8,000円※引き落としになりますのでご用意をお願いいたします 



 


